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リップルノイズ測定用差動プローブ 

 

１．リップルノイズ測定の問題点 
リップルノイズを測定する際に、通常のプローブを供試

物に接続すると、測定器を介してコモンモードノイズの経

路となり、コモンモードノイズを含んだリップルノイズを測定

していまいます。そのため正しいリップルノイズが測定でき

ず、測定データの再現性が低くなり、本来不要なノイズ対

策を盛り込んでしまうなどの問題が生じる場合がありま

す。 

 

２．コモンモードノイズとは 
リップルノイズ測定の誤差原因となるコモンモードノイズ

とは、電源のプラス側とマイナス側で同じ位相のノイズが

大地を通して流れる伝導ノイズです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  

 

 

３．リップルノイズ測定用差動プローブとは 

 リップルノイズ測定用差動プローブDP-100はコモンモー

ド除去率が約 40ｄB（100MHｚ時）、リップルノイズの測定誤

差となるコモンモードノイズを大幅に低減させる高性能差

動プローブです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 DP-100 の構成 

 

 

４．DP-100 の構造と仕様 
DP-100 はリップルノイズの測定に特化したもので、絶

縁されていないため、一般的に市販されている絶縁型の

差動プローブとは構造が異なります。 

赤と黒の信号線は内部のフィルタを通って、BNC コネク

タに接続されます。 

 

 

緑のグランド線はコンデンサを介して、フィルタ通過後の

黒の信号線に接続されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  

 

                  表 1 
 

フィルタ部でコモンモードノイズを低減します。グランド

線については、コンデンサが接続されており、ミノムシクリ

ップの接続箇所を変えることで、測定器へのコモンモード

ノイズの回りこみ経路を迂回させる役割があります。 

 

4.グランド線の使用方法 

 グランド線（緑）の使用方法は+端子、-端子、FG の何れ

かに接続します。また、グランド線をどこにも接続使用しな

くても問題はありません。接続箇所については、どこに接

続するのが最も効果的であるかは一概に言えません。機

器によってどの経路にコモンモード電流が流れているか

条件が異なるため、いろいろと試してみて、最もリップルノ

イズの測定値が小さくなるポイントが効果のある場所で

す。 
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グランド線(緑)の効果について確認した、シミュレーショ

ンの結果を以下に示します。 

図 5 のリップルノイズ波形（0～10mV）に対し、図 6 よう

なコモンモードノイズ（0～200mV）があるとします。 

 

 
図 5  リップルノイズ波形 

 

 

図 6  コモンモードノイズ 

 
DP-100 の緑のグランド線をどこにも接続しない（通常の

プローブ使用時）と、コモンモードノイズがリップルノイズに

重畳されて図７のように観測されます。 

 

 図７  コモンモードノイズが重畳された波形 

 

 

DP-100 の緑のグランド線をスイッチング電源出力の+側

及び-側に接続するとコモンモードノイズが低減された波

形が観測できました。 

 

 図８  グランド線（緑）を赤/黒の信号線に接続した場合 

 
 

コモンモードノイズの影響を低減することで、スイッチ

ング電源の出力リップルノイズが正しく測定できている

ことが分かります。今回のシミュレーションでは、+側端

子または-側端子に緑のグランド線を接続することで効

果がありましたが、実際には様々なノイズの経路があり

ますので、緑のグランド線の接続箇所を試して、リップ

ルノイズが小さくなるポイントを探す必要があります。 

 

6．リプルノイズ測定の注意点 

   リップルノイズを測定する際のポイントを以下に列挙

します。 

 

・プローブの信号線をツイストペアにする 

・プローブの信号線を短く加工して使用する 

・プローブや同軸ケーブルをノイズ発生源に近づけない 

・供試物の配線をツイストペアにする 

・プローブの信号線や供試物の位置を固定化し、同じ 

条件で測定することで、測定の再現性を高める 

・DP-100 はグランド線（緑）の接続ポイントを試す 
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